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のなかで、サーキュラー ・エコノミーにつながるイ
ノベーションの1つとして取り上げられている。
シェアリング・エコノミーにより製品の設計も変化
する可能性がある。参考文献⑤は、中国のシェア自転
車が耐久性のある部品を使用しており、質の向上の契
機になっていると指摘している。故障しにくい部品を
使うことで1台あたりの走行距離を延ばし、修理など
にかかる費用を抑える狙いがあると考えられる。
また、国際的なコンサルタント企業であるアクセン
チュア・ストラテジーは、サーキュラー ・エコノミー
のビジネスモデルとして、再生可能原材料や生分解性
物質を原材料とする「サーキュラー型のサプライ・
チェーン」、廃棄物とみなされていたものを利用する
「回収とリサイクル」、修理や再製造による「製品寿命
の延長」、製品の販売からサービスを代価として収入
を得る「サービスとしての製品」とともに、「シェア
リング・プラットフォーム」を挙げている（参考文献
⑥）。シェアリングにより経済全体の製品量が減少す
ることで、資源投入量も減少することが期待されてい
る。
その一方で、中国では、各地でシェア自転車が大量
に供給、駐車されて交通の障害となったり、それらが
撤去され、廃棄物となっていると報道されている。日
本の放置自転車と同様の問題が、シェア自転車にも発
生しうるということを示している。シェアリング・エ
コノミーの浸透が、環境負荷の低減につながるような
制度設計が必要となる。
●シェアリング・エコノミーの生み出す新たな課題
シェアリング・エコノミーの課題として、社会保障
や税金の問題がある。シェアリング・エコノミーは、
多くの個人事業主を生み出す可能性があり、複数の仕
事をこなす人も出てくると考えられる。失業保険、医
療保険といった社会保障制度をどのように構築するか、
また、どのように課税するかが課題となる。多くの途
上国では社会保障や税制が十分に整備されていない場
合も多く、制度構築に当たって先進国以上に困難がと
もなう可能性がある。
（こじま　みちかず／アジア経済研究所　新領域研究
センター）
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